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デジタル化された「マタニティケア検索・予約システム」

の導入を求める提言書

１．提言の要旨

デジタル化された「マタニティケア検索・予約システム」の導入

今の若い女性は、日常生活の中で、あらゆるサービスが検索・予約できることを当

たり前とする社会で暮らしている。たとえば、美容院を予約する際には、地域の美容

院がほぼ網羅されている中から検索できるし、美容院だけでなく美容師やサービスの

組み合わせも予約できるようになっている。これと同じように、妊娠がわかった時点

ですぐに地域の産科医療機関の出産費用・ サービス内容等の情報を検索でき、サー

ビスを適切に選択できることは、出産を考える女性に安心と利便性を提供し、出産の

支援策として重要である。

しかし、現行の制度では、自分の地域でどのようなサービスを受けることができる

のかが十分に可視化されていない。また、産後ケアを産前に予約することすらできな

いなど、産後の不安材料を増やしているようなものである。今の若い女性の生活様式

に合わせた「マタニティケア検索・予約システム」の導入は急務である。

海外では、マタニティケアの IT 化（デジタル化）が進められ、産科医や助産師が

入力した記録を妊産婦がスマートフォンの画面で閲覧でき、また、自分の希望や選択

を妊産婦自身がスマートフォンの画面で入力し、産科医や助産師と情報共有すること

ができる。日本でも、どこで、どの医師と、どの助産師から、どのようなケアを受け

るかを妊産婦自身がオンラインでカスタマイズもできるデジタルシステムの導入を

少子化対策として導入すべきである。



２．提言の趣旨

「自由民主党・出産費用等の負担軽減を進める議員連盟」の提言の中で示された、

出産（正常分娩）に公的保険を適用した上で、自己負担が生じないようにする仕組み

の導入、つまり「お財布のいらない出産」は、私たち母親にとって朗報であり、歓迎

すべきことである。

「お財布のいらない出産」となる仕組みと同時に「妊娠がわかったときから、『ど

こで』『誰から』『どのようなケアを』受けられるのかを検索・予約できる」仕組み

を導入することを強く望む。私たち母親は日常生活の中で、あらゆるサービスが検索・

予約できることが当たり前の社会で暮らしている。しかし、現行の制度では、産後ケ

アを産前に予約することすらできない。これこそ今まさに私たち母親が生きている世

界とは「次元の異なる」アナログな世界である。

「次元の異なる」少子化対策と銘打つのであれば、ぜひともデジタル化された「マ

タニティケア検索・予約システム」を導入し、どこで、どの医師と、どの助産師から、

どのようなケアを受けるかを妊産婦自身がオンラインでカスタマイズもできるよう

にしていただきたい。
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